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１．はじめに 

近年, 移動通信システムの発展に伴い，弾性
表面波(Surface Acoustic Wave: SAW)デバイス
の高周波・高結合化が要求されている. 高周波
化を図る 1つの方法として, 伝搬減衰は大きい
が高速な位相速度を有する縦型リーキー
SAW(Longitudinal-type Leaky SAW: LLSAW)の
利用が注目されている. その高結合化の方法
として, LiNbO3(LN)薄板または LiTaO3(LT)薄板
を AT カット 45°X 伝搬水晶と接合させること
により, LLSAWの結合係数 K2が単体基板に対
し 2~3 倍に増加することが明らかにされてい
る[1, 2]. また, 温度特性も単体と比べて向上す
ることが実験的に報告されている [3].しかし, 

接合後の伝搬減衰が大きく, Q値が小さいとい
う問題がある. 

 そこで, 本研究では支持基板である水晶の
最適なカット角について理論的検討を行った. 

解析した LLSAW 伝搬特性および周波数温度
係数(TCF), 共振特性について報告する. 

２．理論解析 

支持基板として, Xカット水晶を取り上げた. 

この基板と LLSAW に対する K2が大きい X31° 

Y-LT を接合した構造において理論解析を行っ
た. Fig. 1に, 波長 λで規格化したLTの板厚 h/

に対する伝搬減衰およびK2を示す. Xカット水
晶の伝搬方向は, LLSAW の伝搬減衰がより小
さくなる方向とし, 32°Y伝搬とした. ATカット
水晶を用いた場合と比較すると, 伝搬減衰の
最小値が約分のdλ となった.加え
て,K2は AT カット水晶の時と同程度の値を示
した TCFについては, 支持基板変更前とほぼ
同じ様相を示し, 伝搬減衰が最小値を示す板
厚(h/)において-15.2 ppm/℃の TCFを示
した.  

次に有限要素法FEMを用いて, X31° Y-LT

薄板上 (h/)に形成した IDT 型共振子
(λ=8.0 μm, 電極Al膜厚 0.1 μm)の無限周期構造
における LLSAW 共振特性について解析を行
った. 解析結果を Fig. 2に示す. 支持基板がAT 
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Fig. 1  Attenuation and K2 vs LT thin plate 
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Fig. 2  Simulated resonance properties. 

 

カット水晶の場合と比べ, 比帯域幅が 2.3%か
ら 2.6%に, アドミタンス比が 62 dB から 117 

dBに, 共振Q値が 1000から 53400にそれぞれ
増加し, Xカット水晶の支持基板としての優位
性が理論的に示された. 今後は, X 32°Y 水晶と
の接合構造における実験的な評価を行う.  
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